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フェー ダ教区の4村 落を対象 とした分析
おわ りに
1.は じめ に
18世 紀 後半 以 降の ス ウ ェー デ ンにお い て 開墾
が急 速 に進行 したの は,す で に別稿 で明 らか に し
た ように,原 初性 を帯 びた農業景観 の村 落で あっ
たU)。 と りわけ,混 在 耕地 制が未 発達 で あった原
初村 落 では,耕 地の拡大 が顕著 であった。本稿 の
課題 は,前 稿 の補論 と して,こ う した原初村 落に
焦点 をあ て,18世 紀 末 以 降の 農業 景 観 につ いて
考察す るこ とにある。
18世 紀 のス ウェー デ ンにお け る原 初村 落 につ
いては,西 部や南 東部 を対象 と した地理 学研 究の
なか で 近 年 注 目 され る よ うに な っ て い る〔2)。だ
が,東 中部 ス ウェー デ ンに属 す るエ ステ ルイェ0
トラ ン ド(6sterg6tland)地 方 を対 象 と した 研 究
で は,規 則 的 な形状 の開放耕地制 であ る 「太陽分
割 制」(solskifte)の 分析 に重点 が おか れて きた こ
とか ら,原 初村落 はほ とん ど考 察の対象 とされて
こなか った(3>。そ こで本稿 で は,前 稿 に引 き続 き
フェー ダ教 区を取 り上 げて,こ れ まで等 閑視 され
て きたエ ステル イェー トラン ド地方 の原初村 落 に
関す る分析 を行 うこ とで,ス ウェーデ ン西 部 との
対 比か ら農業 景観の成熟性 が強調 され る傾 向にあ
る 同地 方 にお いて も,18世 紀 末 以 降 に原 初性 を
帯 び た村 落が存 在 して い た こ と を明 らか に した
い(4)0
以下では,農 業景観を分析するための史料 とし
て,前 稿 と同 様 に,エ ス テ ル イェ0ト ラ ン ド県 測
地 局(LantmaterikontoretiOstergotland:以 下,09.
LMKと 略記)に 保 管 され て い る土 地 整 理(エ ンク
ロ0ジ ャー)の 文 書 を主 に利 用 す る〔5f。こ の 文 書
に含 まれ る村 落 図 に は,土 地 整 理 が 実 施 され る前
の 農 地 利 用 の状 況 が 描 写 され て い る こ とか ら,伝
統 的 な農 業 景 観 を分 析 す る た め の 貴 重 な 史 料 と
な っ て い る。 た だ し,1850年 代 以 降 は,耕 地 部
分 に土 壌 調 査 用 の 区分 が 測 地 官 に よっ て 記 入 され
て い る こ とか ら,耕 地 で の 実 際 の 景 観 を分 析 す る
こ と が 困 難 と な っ て い る(図1参 照)(6)。 こ の た
め,農 業 景 観 の 分 析 は1840年 代 ま で と し,そ れ
以 降 に つ い て は,開 墾 の 進 展 状 況 に言 及す る だ け
に と どめ る こ とに す る。
なお,土 地 整理 の 文 書 で は 把 握 が 困 難 で あ る住
民 構 成 や 農 場 の 所 有 関 係 に つ い て は,ユ ー メ オ
(Umea)大 学 の 「人 口 学 デ ー タ ベ ー ス 」(De-
mografiskadatabases)に よ っ て作 成 され た教 会 簿
冊(kyrkobocker)の デ ー タベ ー ス(7)と,ヴ ァ ッ ド
ス テ ー ナ 地 方 史料 館(LandsarkivetiVadstena)
に所 蔵 され て い る徴 税 帳 簿8/の 調 査 で 補 う こ と に
した い 。
2.農 民村落 におけ る農 場 と トルプ
本稿 で は,1780年 か ら1850年 の 間 に2回 の十
地整理 が実施 され,し か もその際に作 成 された村
落 図の保 管状況が比 較的良好 であ る4村 落 を分析
対象 とす る。いず れ も地 主大 農場(gods)に は属
さない農民村 落であ り,土 地所 有者 は,自 営農民
で あ る担 税 地 農 民(skattebonde)か,あ る い は
1789年 以 降 に実 質 的 な 自営 農民 とな った 王 領地
農民(kronobonde)で あ っ た(9)。こ う した農 民村
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落 の農業 景観 を分析 す る にあた って,そ の前提 と
な る農 場 と トル プ(torp)の 概 念 につ い て,担 税
地(skattejord)と 王領地(kronojord)の 場合 に限
定 して簡 単 に説 明 を加 え てお くこ とに したい。
農場 とは,16世 紀 か ら19世 紀 末 まで 租税 負担
の 基 準 と して 利 用 され た 「マ ン タ ー ル」(man-
tal)の 数値 が指 定 された農地 と屋 敷 をさす(10)。こ
の マ ン ター ルの 数 値 に基 づ い て,各 農家 の 地租
(grundskatt)や 軍税 の負担 額が 決定 されて い た こ
とか ら,1684年 か ら1747年 の 間 は,農 場 の 細分
化 に伴 う税 負 担 能力 の低 下 を避 け るた め に,14
マ ン ター ル未満 の 農場 分 割(hemmansklyvning)
は法 的 に禁 ⊥Lされ て い た。 だ が,1747年 に下 限
が18マ ン ター ル まで緩 和 され,さ らに1827年
には農場 分割 に対す る規制 が実 質的 に撤廃 されて
い る('1)。こ う したなかで,後 述 の トルプ と同 じ規
模 まで細 分化 され た農場 も出現 したが,マ ン ター
ルの指 定 を受 けて いる限 り農場 で あ り,そ の所有
者 は農民 とみ な された。つ ま り,耕 地面積 の大小
で はな く,マ ンタールの数値 を付与 され てい る こ
とが 農場 の メル クマール であ った。
これに対 して,農 場 に付属 す る小作 地 であ る ト
ル プは,マ ンター ルの指定 を受 けてい ない こ とが
一つ の メ ル クマ ー ル とな って い た。 この トル プ
は,共 有地 での 開墾 によって発生 した 「共有地 ト
ル プ」(allmanningstorp)と,農 民 の 所 有 地(王 領
地農民 の場合 は保有地)内 に設 置 され た 「農 民 地
トル プ」(torpOpabondejord)の2種 類 に大 別 さ
れ る。18世 紀 半 ば まで は,課 税 の 対 象 とな る共
有 地 トル プ 以 外 は 法 的 に 禁 止 さ れ て い た(12)
が,1743年 に担 税 地 の 農民 所 有 地 に,ま た1757
年 には王領 地の 農民保有 地 に,そ れ ぞれ非課税 の










































トル プ を設 置 す る こ とが 認 め られ た(13〕。 これ よ
り,農 場 内の 免 税 トル プの 数 が 増 加 した こ とか
ら,18世 紀半 ば以 降 の農 民村 落 にお け る トル プ
とは,農 民 地 トル プを さす のが一般 的であ る卿。
だが,以 下 の分析 で は,小 農場 に 匹敵 す るほ どの
規模 を もつ 形態 と して,共 有地 トルプ につ いて も
言 及 される こ とに なる。
これ に 関 連 して,兵 士 トル プ(soldattorp)に
つ いて もふ れ て お く必 要 が あ る。兵 士 トル プ と
は,1680年 代 に 本 格 的 に 導 入 さ れ た 「割 当 兵
制」(indelningsverket)に 基 づ く軍税 負 担 の 一一部
と して,農 民 が兵士 家族 に対 して無償 で提 供 した
トルプ を さすU:i)。この ため,同 じ トルプ とい う名
称 では あるが,小 作 人であ る トルパ レ(torpare)
が農民 に対 して小作 料 を支 払 う通常 の形態 とは,
十地制 度 の うえで異 なって いた。 だが,農 業景 観
におい ては両者 に大 きな差 異 はない こ とか ら,以
下では兵士 トルプ も農民村 落 トル プの一 形態 と し
て取 り扱 うこ とにす るU6)。
3.フ ェー ダ教 区の4村 落 を対象 と した分 析
以下,フ ェー ダ教 区の4村 落 を対象 と して,①
18世 紀 後 半 の 村 落 構 造,②18世 紀 末 の 大 分 割
(第一 次土地整理)の 意 義,③19世 紀 前 半 に お け
る農業景観 の変容,以 上 の3点 に関す る分析 を通
じて,18世 紀 末 か ら19世 紀前 半 にか け ての農 業
景観 につ いて考察 を進 め るこ とにす る。
(1)ア ー ラ ル プ(Alarp)村:1/4マ ン タ ー ル
1747年 まで の ア ー ラ ル プ村 で は,1戸 の14マ
ン タ ー ル 農 場 が い わ ゆ る 「孤 立 農 場 」(ensamgard)
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として村 の 中央 部 に存在 す るだけで あ った(17)。そ
の後,2つ の1/8マ ン ター ル農場 に分 割 され た こ
とによ り,村 落 の形成 が開始 され た。 さ らに これ
とは別 に,1790年 に村 の 北部 の共 有 地 トル プが
農場 に格 上 げ とな っ た こ とに よ り,3戸 の1/12
マ ンター ル農場 か らな る村 落へ と発 展 した(181。と
は い え,1797年 に第 一次 土 地整 理 が 実 施 され た
段 階で は,3農 場 の耕 地 面積 を合 計 して も5.4ヘ
ク ター ル しか な く,1農 場 あ た りで は わ ず か に
1.8ヘ ク ター ルで あ った。 この ため,農 場 経 営 の
中 心 は,13.2ヘ ク ター ル の 採 草 地 と35.5ヘ ク
ター ルの柵 外 地(森 林や放牧地 な ど)を 利 用 した
牧畜 であ った と考 え られ る(19)。
この大 分 割 の際 に作 成 された村 落 図(図2)か
らは,西 耕 圃 の一 部(4,5,7と 記載 され た耕区)
で は帯状 耕 地が形成 され てい る ものの,混 在耕 地
制 とよび うるほ どの地条 の発達 はみ られ ない こ と
が確 認 され る。 また,帯 状耕 地が 欠如 してい る東
耕 圃(9,10と 記載 された耕区)は,比 較 的新 しい
時代 の 開墾 地 で あ る と考 え られ る⑳。 この た め
アー ラル プ村 で は,混 在 耕地 制が未発 達 であ った
段 階 で地 条の併 合 と共 有地 の分割 が行 われた こ と
に よ り,開 放耕 地制 の段 階を経 る ことな く囲 い込
み地制 に移行 した とみ られる。 ただ し,屋 敷 の移
動 は実施 され なか った こ とか ら,村 の 中央 部 に位
置す る2つ の農場 の集落 は維 持 された。
この集 落 の解消 は,1842年 に2戸 の1/12マ ン
ター ル農場が 売却 を通 じて1つ に統合 され たこ と
に よ り,土 地 整理 を経 る ことな く完了 した(2'〉。 だ
が,そ の翌年 には法 分割 が実施 され,再 度耕地 の
併合 が行 われて いる。 この 目的は,一 部の 開墾 地
が別 の農場 の採草地 に混在 していた状 況 を解消 す
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る ことにあっ た とみ られる。 この際 に作 成 された
村 落 図(図3)で は,帯 状 の 耕 地が 描 写 されて い
るが,こ れは地 条で はな く,耕 地 にお いて梨溝 が
規則 的 な形状 に整 備 された結果 であ る と考 え られ
る。 こ の よ う に 耕 種 農 業 の 発 展 は み ら れ る
が,1843年 の段 階 で は,11.8ヘ ク ター ルの 耕 地
に対 して,採 草 地 も10.3ヘ ク ター ル とな っ てお
り,依 然 と して開墾 の余地が残 され ていだ221。 実
際,約30年 後 の1874年 まで に,採 草 地の耕地 化
に よ って,耕 地 面積 は34%増 加 して い る('23J。こ
の た め,耕 地 で の 発 展 はみ られ る もの の,1840
年代 にお いて も依然 と して原初性 を帯 びた村 落形
態 であ った とい え よう。
(2)リ ッ ラ ・ゴ ー ラ(LillaGara)村=1/2マ ン
タ ール
リ ッ ラ ・ゴ ー ラ村 で は,18世 紀 半 ば ま で,12
マ ン ター ル 農 場 が 孤 立 農 場 と して存 在 す る だ け で
あ っ た が,そ の 後 の 農 場 分 割 に よ り,1780年 代
まで に1戸 の14マ ン ター ル 農 場 と2戸 の18マ
ン タ ー ル 農 場 か ら な る村 落 が 形 成 さ れ だ24)。 だ
が,上 述 の ア ー ラル プ村 と 同様 に 開 墾 は 遅 れ て お





































































り,1797年 に大 分割 が 実施 され た段 階(図4)で
は,4.5ヘ ク タールの 耕地 に対 して,採 草 地 と放
牧 地 はそれぞ れ22.1ヘ クター ル と87.5ヘ クター
ル を占めて いたく25)。しか もこの時点 で は,農 家 の
東側 に位置 す る耕 地(図4の なかで,2と 記載 され
た部分)は 帯状 耕 地が 欠如 した新墾 地 で あ り,ま
た村落 の西 側 と南側 に点 在す る耕 区(14～16と 記
載 された部分)に お い て も,小 規模 な地 条 が 形 成
され て い るだ け で あ っ た。 この ため,18世 紀 末
の リッラ ・ゴー ラ村 は,典 型的 な原初村 落で あっ
た とい え よう。
19世 紀 にはい る と,1/4マ ンター ル農場 が2戸
の1/8マ ン ター ル 農 場 に 分 割 さ れ た こ と に よ












が存 在す る村 落へ と発展 した(zs)。これ ら4農 場 の
所 有 地 を確 定 す るた め に,1830年 に再 び土 地 整
理(法 分 割)が 実 施 さ れ て い る。 こ の 時 点(図
5)で も,7.7ヘ ク ター ル の耕 地 に対 して,採 草
地 はそ の約3倍 に あた る23.2ヘ ク ター ル も残 さ
れて お り,本 格 的 な採 草地 の耕地化 に は着 手 され
てい なか っだ27)。 こ う した採 草地 は,耕 地 の北側
や村 の南 部 に未 墾 地 と して存 在 して お り,18世
紀末 と比較 して も大 きな変化 はみ られ ない。 この
よ う に,耕 地 で は 梨 溝 の 整 備 が み られ る も の
の,19世 紀 前 半 の段 階 で は,依 然 と して 原 初村
落 の景観が残 されてい たので ある(28)。
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(3)ス トー ラ ・ヴ ィー ス エ ッテ ル(StoraWisat-
ter)村=1/2マ ン タ ー ル
ス トー ラ ・ヴ ィー ス エ ッ テ ル村 で は,1760年
代 後 半 ま で,2戸 の 兵 士 トル プ が 併 設 さ れ た12
マ ン タ ー ル 農 場 が 孤 立 農場 と して 存 在 す る だ け で
あ っ た 。 だ が,1770年 代 に は い る と,2戸 の14
マ ン タ ー ル 農 場 に 分 割 され た こ と に よ り,村 落 の
形 成 が 開始 され だ29)。 この よ う な村 落 形 成 の遅 れ
は,土 地 利 用 の 状 況 に も 反 映 さ れ て お り,1789
年 に大 分 割 が実 施 され た段 階(図6)で も,13.5
ヘ ク ター ルの耕地 に対 して,採 草地 と柵 外地(森
林や放牧地 な ど)は,そ れぞ れ 耕 地 の約6.5倍 と
約6.9倍 に あ た る87.6ヘ ク タ ー ル と92.5ヘ ク
ター ルを占めて いた(30)。こう した採 草地 や放牧地
は,村 の 中部や東部 にお いて共有地 となって いた
が,こ の土 地整理 に よって2つ の農場の 間で分割
され,私 有 地化 された。 また,不 規 則 な形状 の未
成熟 な混在 耕地制 が形成 され ていた北西 部の耕 区
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(図6の なか で,3,6と 記 載 され た部 分)で は,1
農場 あた り2区 画 に まで統合 された。
この大分割 の後 に,そ れ まで 未墾 地 であ った村
の東部 も開墾 の対象 とされ るよ うになった。 これ
に伴 い,4戸 の新 農場 が順 次設 置 され た こ とに よ
り,1810年 代 まで に6戸 の農場(マ ンタールの数
値 は,1/4,1/14,1,14,1/28,1/28,1/28)と2戸
の トル プ が 存在 す る村 落 へ と発 展 しだ31)。 た だ
し,こ れ らの屋 敷 は散 居制 の形態 で設置 され た こ
と か ら,集 村 は 形 成 さ れ な か っ た。 こ の た
め,1825年 に実 施 され た2回 めの大 分割 で は,2
戸 の農場 の集 落が存 続 してい た北 西部 のみが対象
とされた のであ る(32)。この前 年 に作 成 された集落
図(図7)で は,帯 状 耕 地 に も似 た形状 に整 備 さ
れ た摯溝が記 入 されてい る こ とか ら,村 の北西部
にお け る耕種 農業 の発展が窺 える。 だが,図7以
外 の部分 では,約40年 後の1866年 に法分割 が実
施 され た段 階 で も,25.2ヘ ク ター ル の耕 地 に対
して,採 草地 は44.7ヘ ク ター ル も残 されて い た
こ とか ら,1825年 の 時 点 で は,本 格 的 に開 墾が
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進行す る前 の段 階で あ った と推 察 され る(331。この
ため,村 の北西 部 の耕 地 では発 達 がみ られた もの
の,18世 紀 末 まで未 墾 地 で あ った 中部 か ら東 部
にか けて は,依 然 と して未 成熟 な農業景観 で あっ
た と考 え られ る。
(4)ス コ ー レ ブ(Skalebo)村=1/2マ ン タ ール
ス コ0レ ブ 村 で は,1750年 代 ま で1'2マ ン
ター ル 農 場 と兵 十 トル プ が 存 在 す る だ け で あ っ
た 。 そ の 後 農 場 分 割 が 進 行 した こ とに よ り,1780
年 代 末 ま で に,4戸 の 農 場(各 農 場 の マ ン ター ル
は,14,18,116,116)と3戸 の トル プか らな
る村 落 が 成 立 した 〔34}。た だ し,上 述 の3村 落 と同
様 に 開 墾 は 遅 れ て お り,1792年 に 大 分 割 が 実 施
さ れ た段 階(図8)で は,11.1ヘ ク ター ル の 耕 地
に 対 し て,採 草 地 は そ の3.5倍 に 相 当 す る39ヘ
ク タ ー ル を 占 め て い た(35)。 し か も,耕 地(4,23
～26と 記 載 され た部 分)で は 原 初 的 な 混 在 耕 地 制













































が形 成 され てい る状 況 であ った こ とか ら,こ の村
におい て も原初村 落 の段 階 で土地整理 が実施 され
た とみ られ る。 これ に よ り,村 の北西 部 の耕 区で
は,規 則 的 な形状 の 開放耕 地制 が成 立す る ことな
く,1農 場 あた り2～3区 画 に統 合 され たの であ
る。
さ らに,1833年 か ら39年 にか け て法分 割が 行
われ,耕 地の一 区画化 が実施 され てい る。 この際
に作 成 され た村 落 図(図9)か らは,型 溝 の整 備
は進展 した ものの,村 の北東 部や南 部 に広 が る採
草 地で は,依 然 と して耕 地化 に は着 手 されてい な
い こ とが 窺 え る。実 際,1792年 か ら1833年 の 間
で は耕 地 は3ヘ ク ター ル の拡 大 に と どま っ てお
り,14.2ヘ ク ター ル の耕 地 に対 して,約2.8倍


































































































































































































































































に相 当す る39.2ヘ ク ター ルの採 草 地 が残 され て
い た(36)。これ に 対 して,約40年 後 の1874年 に
は,耕 地面 積 は227%増 加 して46.4ヘ ク ター ル
とな ってい るこ とか ら,本 格 的 な開墾 が開始 され
たの は,1840年 代 以 降 で あ った と考 え られ る。
この よ うに,上 述 の3村 落 に比べ る と早 期 に集 落
が 形 成 され たス コー レブ村 にお い て も,19世 紀
前 半の段 階で は,開 墾 の遅れ か ら依然 と して原初
的 な農業景 観が残 され てい たので ある)37)。
4.お わ り に
以上の分析 か ら明 らか な よ うに,ス ウェー デ ン
のなかで は規則 的な形状 の開放耕 地制が 発達 した
地域 とされ るエ ステ ルイ ェー トラ ン ド地 方の 中部
に位 置す る フ ェー ダ教 区 にお いて も,18世 紀 末
以 降 に原初性 を帯 び た村 落が存在 していた。 これ
らの村 で は,18世 紀 半 ば以 降 に よ うや く村 落 が
形 成 され た こ とか ら,19世 紀 前 半 の段 階 で は,
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